
志
政
あ
や
せ
　
橘
川
　
佳
彦

総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建

設
予
定
地
決
定
に
至
る
経
緯
は

●
（
仮
称
）
綾
瀬
市
総
合
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
の
選
定

に
つ
い
て

Ｑ　

地
域
住
民
に
説
明
が
な
く

上
深
谷
地
域
公
園
跡
地
に
整
備
す

る
と
記
者
発
表
さ
れ
た
が
、
建
設

予
定
地
決
定
ま
で
の
経
緯
は
。

Ａ　

素
案
に
示
す
条
件
に
合
致

す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
た
め
、
最
高
経
営
会
議
で

セ
ン
タ
ー
機
能
等
と
併
せ
、
候
補

地
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

Ｑ　

公
社
が
取
得
し
た
公
園
用

地
を
、
約
１
年
で
セ
ン
タ
ー
建
設

予
定
地
と
し
、
公
園
の
廃
止
を
決

め
た
こ
と
へ
の
市
の
考
え
は
。

Ａ　

民
地
の
地
域
公
園
を
公
園

用
地
と
し
て
公
社
が
取
得
し
た

が
、
選
定
の
段
階
で
、
セ
ン
タ
ー

建
設
の
候
補
地
と
し
て
決
め
た
。

●
公
共
下
水
道
の
維
持
管
理
に
つ

い
てＱ　

不
明
水
の
発
生
状
況
は
。

Ａ　

令
和
４
年
度
は
、
東
部
処

理
区
の
総
水
量
７
０
６
万
立
方
㍍

の
約
７
％
の
47
万
立
方
㍍
、
相
模

川
流
域
関
連
処
理
区
に
お
い
て

は
、
総
水
量
３
０
７
万
立
方
㍍
の

約
26
％
の
80
万
立
方
㍍
の
不
明
水

が
発
生
し
て
い
る
。

あ
や
せ
未
来
会
議
　
畑
井
　
陽
子
　

可
燃
ご
み
削
減
の
た
め
に
生
ご

み
の
有
効
活
用
を
考
え
な
い
か

●
生
ご
み
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

Ｑ　

本
市
に
お
け
る
学
校
給
食

の
残
渣
量
と
処
分
方
法
は
。

Ａ　

令
和
２
年
度
は
約
73
㌧
、

３
年
度
は
約
88
㌧
、
４
年
度
は
約

97
㌧
で
、
給
食
の
食
べ
残
し
と
調

理
過
程
で
出
る
野
菜
く
ず
な
ど
で

半
々
の
量
と
な
っ
て
い
る
。
残
渣

は
、
あ
や
せ
堆
肥
生
産
組
合
が
毎

日
回
収
し
、
堆
肥
化
し
た
上
で
市

内
の
畑
で
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

今
後
、
可
燃
ご
み
の
減
量

化
策
を
考
え
て
い
く
中
で
、
生
ご

み
を
分
別
収
集
し
て
堆
肥
化
す
る

な
ど
、
生
ご
み
を
有
効
活
用
す
る

方
法
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ　

資
源
物
の
分
別
に
加
え
、

新
た
に
生
ご
み
の
分
別
に
協
力
い

た
だ
く
こ
と
は
、
市
民
へ
の
負
担

増
や
収
集
所
の
衛
生
管
理
な
ど
、

解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
本
市
に
あ
っ
た
新
た

な
減
量
化
策
を
研
究
し
て
い
く
。

●
人
権
を
尊
重
し
た
性
教
育
に
つ

い
てＱ　

性
犯
罪
や
性
被
害
が
社
会

的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
正
し

い
性
の
知
識
を
社
会
全
体
に
伝
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
人

権
を
尊
重
し
た
包
括
的
な
性
教
育

を
実
践
し
て
い
く
考
え
は
。

Ａ　

性
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に

は
、
性
教
育
の
ほ
か
に
、
人
権
の

尊
重
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
も

社
会
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
市
の
施
策
な
ど
に
生

か
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

●
道
の
駅
で
重
視
す
べ
き
こ
と
に

つ
い
て

Ｑ　

事
業
成
功
の
た
め
に
は
、

市
内
関
係
団
体
の
協
力
で
集
客
の

目
玉
と
な
る
ア
ピ
ー
ル
力
の
あ
る

も
の
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、

市
が
考
え
る
道
の
駅
の
目
玉
は
。

Ａ　

首
都
圏
に
あ
り
な
が
ら
自

然
豊
か
で
富
士
山
が
眺
望
で
き
る

た
め
郊
外
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
農
畜
産
物
や
加
工
品

の
販
売
、
ロ
ケ
地
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
活

用
し
、
来
訪
者
が
集
い
、
交
流
で

き
る
憩
い
の
場
所
と
し
て
い
く
。

�
成
田
　
龍
二

市
民
が
適
切
に
選
択
で
き
る
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
を

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

自
治
事
務
化
と
自
己
増
殖
型
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て

Ｑ　

令
和
６
年
４
月
以
降
、
法

定
受
託
事
務
か
ら
、
個
人
で
の
予

防
を
目
的
と
す
る
自
治
事
務
へ
移

行
と
な
る
。
県
内
で
約
３
１
４
８

万
回
の
接
種
の
う
ち
、
約
１
万
分

の
１
の
確
率
で
健
康
被
害
が
認
定

さ
れ
、
う
ち
５
％
が
死
亡
認
定
さ

れ
た
と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。

帯
状
疱
疹
で
は
生
ワ
ク
チ
ン
よ

り
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
方
が
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
発
症
さ
せ
や

す
い
と
の
言
及
が
国
の
厚
生
科
学

審
議
会
の
中
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
に
よ
り
、
副
反
応
の
性
質

が
違
う
こ
と
を
市
民
に
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
接
種
委
託
医
療

機
関
と
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
や
名
前

を
通
知
等
に
表
示
し
な
い
か
。

Ａ　

自
己
増
殖
型
ワ
ク
チ
ン
の

使
用
等
に
お
い
て
は
、
丁
寧
な
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　

が
ん
細
胞
よ
り
早
く
転
移

先
の
臓
器
に
到
着
し
、
転
移
し
や

す
い
環
境
に
変
え
る
と
し
て
、
エ

ク
ソ
ソ
ー
ム
と
い
う
微
粒
子
が
注

目
さ
れ
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
内
部
に
含

み
、
呼
気
等
に
含
ま
れ
体
外
に
出

る
点
で
重
要
だ
が
、市
の
認
識
は
。

Ａ　

新
た
な
承
認
ワ
ク
チ
ン
に

対
し
、
リ
ス
ク
と
し
て
問
題
提
起

さ
れ
る
一
連
の
説
明
に
挙
が
る
物

質
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　

ワ
ク
チ
ン
問
題
研
究
会
を
把

握
し
て
い
る
か
。

Ａ　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
健
康

被
害
に
お
け
る
研
究
・
調
査
を
し

て
い
る
団
体
と
認
識
し
て
い
る
。

公
明
党
　
　
　
内
山
　
恵
子

災
害
時
に
備
え
て
宅
地
内
排
水

設
備
の
確
認
方
法
の
周
知
を

●
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　

大
規
模
災
害
発
生
後
は
、

下
水
道
が
復
旧
し
て
も
宅
地
内
の

排
水
管
が
壊
れ
、
水
洗
ト
イ
レ
が

使
用
で
き
な
い
状
況
も
考
え
ら
れ

る
。
市
民
に
宅
地
内
排
水
設
備
の

確
認
方
法
を
周
知
し
な
い
か
。

Ａ　

他
自
治
体
な
ど
の
事
例
を

参
考
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

の
周
知
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

今
後
、
見
直
し
整
備
さ
れ

る
防
災
・
減
災
の
各
種
計
画
に
、

「
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
確
保
管
理

計
画
」
を
明
記
す
る
考
え
は
。

Ａ　

能
登
半
島
地
震
で
、
改
め

て
災
害
時
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
重

要
性
を
感
じ
た
た
め
、
先
行
市
の

事
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

●
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

Ｑ　

令
和
６
年
４
月
以
降
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
へ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単

独
法
の
導
入
が
可
能
と
な
る
が
、

検
査
を
単
独
実
施
す
る
考
え
は
。

Ａ　

近
隣
市
町
村
の
医
師
会
な

ど
と
調
整
を
図
り
、
導
入
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

共
働
き
世
帯
が
当
た
り
前

に
な
る
中
、
働
き
方
改
革
は
進
ま

ず
、
子
ど
も
と
関
わ
る
時
間
を
確

保
す
る
た
め
に
、
家
事
代
行
を
活

用
す
る
若
い
世
代
が
増
え
て
き
て

い
る
。
子
育
て
世
帯
へ
の
家
事
支

援
の
必
要
性
や
今
後
の
支
援
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

出
産
後
も
仕
事
を
続
け
る

方
が
増
え
、
家
事
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。今
後
、

必
要
な
方
へ
適
切
な
支
援
が
届
け

ら
れ
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

●
2
月

19
日　

�

議
会
全
員
協
議
会・議
会

運
営
委
員
会

26
日　

�

３
月
定
例
会
本
会
議（
初

日
）・
議
会
運
営
委
員
会

・
議
会
全
員
協
議
会

27
日　

�

３
月
定
例
会
本
会
議（
第

２
日
）

●
３
月

１
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

４
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

５
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

６
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

12
日　

基
地
政
策
特
別
委
員
会

14
日　

�

３
月
定
例
会
本
会
議（
第

３
日
）

15
日　

�

３
月
定
例
会
本
会
議（
第

４
日
）･議
会
運
営
委
員
会

18
日　

�

３
月
定
例
会
本
会
議（
第

５
日
）

21
日　

�

３
月
定
例
会
本
会
議（
最

終
日
）・
議
会
運
営
委
員

会
・
議
会
全
員
協
議
会
・

議
会
報
編
集
委
員
会

●
４
月

19
日　

�

議
会
全
員
協
議
会・議
会

運
営
委
員
会

●
５
月

１
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

�

５
月
臨
時
会・議
会
運
営

委
員
会･総
務
教
育
、市
民

福
祉
、経
済
建
設
各
常
任

委
員
会・基
地
政
策
特
別

委
員
会・議
会
報
編
集
委

員
会・議
会
全
員
協
議
会

�

越
川
　
好
昭

道
の
駅
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

市
が
考
え
る
目
玉
は
何
か

Ｑ　

道
の
駅
を
市
民
が
集
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
す
る
た
め
に

市
が
考
え
る
利
用
方
法
は
。

Ａ　

道
の
駅
が
市
民
に
愛
さ
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
な
ど
の
施
設
づ
く

り
を
、
市
民
や
関
係
団
体
と
意
見

交
換
を
重
ね
、
検
討
し
て
い
く
。

●
中
心
市
街
地
再
整
備
に
つ
い
て

Ｑ　

既
存
の
商
業
施
設
の
存
続

を
望
む
が
、
民
間
同
士
の
契
約
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
現
状
を
変
え

る
の
は
困
難
だ
と
考
え
る
。
タ
ウ

ン
ヒ
ル
ズ
跡
地
の
本
契
約
に
向
け

た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

商
業
施
設
の
運
営
事
業
者

は
、
令
和
７
年
３
月
の
契
約
満
了

後
、
速
や
か
に
建
築
物
や
基
礎
杭

な
ど
を
撤
去
し
、
８
年
２
月
頃
に

市
を
含
む
地
権
者
へ
土
地
の
引
き

渡
し
を
行
う
。
そ
の
後
、
同
地
内

に
残
さ
れ
た
旧
市
役
所
の
基
礎
杭

除
却
作
業
を
市
が
行
い
、
６
月
頃

に
新
た
な
事
業
者
に
土
地
を
引
き

渡
す
予
定
と
な
る
。

Ｑ　

相
模
川
流
域
関
連
処
理
区

の
総
水
量
の
26
％
が
不
明
水
で
あ

り
、
東
部
処
理
区
に
比
べ
、
高
い

割
合
を
占
め
る
が
、
市
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ　

公
共
下
水
道
の
整
備
や
供

用
開
始
前
に
開
発
さ
れ
た
、
大
規

模
な
住
宅
団
地
や
工
業
団
地
の
割

合
が
多
く
、
県
な
ど
と
情
報
交
換

し
、
対
策
を
検
討
し
た
い
。

市の鳥「カワセミ」

令和 6年（2024年） 5 月 第203号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 6）


